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世界の「見える化基準」に革命を起こす
特殊位相偏光照明

第131回 かわさき起業家オーディション
「かわさき起業家大賞」受賞

　2011年にスタートした当社は、これまで医療、工業、モバイル業界
などに革新的なソリューションを提供してきました。創業メンバーの
私・綾部と取締役の小山は、二人とも医療機器メーカーの出身です。
特に小山は、手術などで使われる「医療用照明」の開発エンジニアと
して、35年以上のキャリアがあります。その技術力を活かして、立ち
上げ当初は医療現場で使われる光学機器の設計を中心に行っていまし
た。
　しかしながら、経営は常に順風満帆というわけではなく、当初力を
入れていた有機EL分野での大手メーカー国内生産撤退、新型コロナウ
イルスの流行など、時代の波に翻弄され、落ち込んだ時期もありました。
それでも、困難を乗り越えながら挑戦を続けてきたことで、「特殊位相
偏光技術」の開発に至ることができました。これは、特殊な偏光フィ
ルターを通すことで、物体の影やグレア（まぶしさ）を除去できる独
自の技術です。
　この「特殊位相偏光技術」が使われた照明は、食品業界の異物検査、
工業製品のキズやバリのチェック、半導体業界での品質検査などで効
果を発揮し、大手自動車会社や食品メーカーの工場での導入が進んで
います。今後もさまざまな分野への応用が期待されています。

■ 受賞したビジネスに至った経緯
　もともと医療機器業界にいた私たちは、医師とお話
をする機会が多くありました。ある日、知り合いの外科
医と雑談をしていたとき、「手術中の照明が強すぎて目
が疲れる」「術野に光が反射して、ハレーションを起こ
して見えづらい」という話が出てきました。手術が終
わった後も、照明の影響で数時間は視界がぼんやりし
ているので困ると言います。その医師から「小山さん
の技術ならこの問題を解決できるんじゃないか」と問
われたので、「じゃあ、やってみよう」ということにな
りました。それをきっかけに、光の反射を防ぎ、手術中
の術野を見やすくする新技術の開発に着手しました。
それから５年の歳月をかけて「特殊位相偏光技術」を
確立し、国内で３つの特許を取得しました。
　はじめは、この技術をメガネ型・ゴーグル型のデバ
イスに落とし込み、医師が手術中に装着して使う方法
を考えていました。しかし、かなり重くなるので使いづ
らいことや、医師によって術野を見る角度にばらつき
があったりして、製品化には至りませんでした。
　行き詰った私たちは、一度、医療業界から離れて、
この技術を工業の分野で試してみよう、と考えました。
工業の製造現場は、照明の技術があまり発達していな
かったのです。特に、目視による基盤検査において、
光の反射を抑え、影をつくらない照明には大きなニー
ズがあることが分かりました。
　そこで、「特殊位相偏光技術」を工業用の検査照明に
搭載してみたところ、現場からは「小さな傷やほこり
が見えやすくなった」「金属のハレーションが抑えられ
るので目が疲れない」という喜びの声を聞くことがで
きました。そこで、医療から工業分野へシフトチェンジ
することを決意しました。現在は、「特殊位相偏光技術」
を活かした検査用照明装置や目視検査用の拡大鏡など
幅広い製品を開発し、工業の製造現場や食品工場など
に向けて展開しています。

■ サービスの特徴
　独自の技術で製造された位相偏光フィルター（特許3
種取得＋海外特許1種出願済み）と、医療照明技術で、
今までは見逃していたキズや異物もくっきりと浮かび
上がらせる工業用照明装置です。一般の偏光フィルター
は、光を通すと暗くなってしまうため敬遠されることも
ありますが、当社の位相偏光フィルターは減光しない
ため、明るくて対象物が見やすいところも評価されて
います。さらに、放熱技術によって熱に弱い物体の検
査も可能にし、自動車業界、半導体業界、食品業界、
医薬品業界など、多くの検査現場で採用されています。
　また、当社の位相偏光フィルターは光に含まれるブ
ルーライトを60％カットできることも大きな特長です。
LEDなどの光には多くのブルーライトが含まれている
ため、長時間の目視検査をする方は、目が疲れますし、
眼精疲労や白内障のリスクもあります。当社製品を使っ
ていただくことで、検査での光の反射に苦労し、日ご
ろから目の疲れを感じている現場の方々の働きやすさ
が向上でき、生産性の改善にもつながると考えています。

■ 現状の課題
　当社が今抱えている一番の課題は、人材不足です。
現在、製品に関して全国からお問い合わせをいただい
ており、各地でデモンストレーションなどの営業活動

を行っています。しかし、私と小山を含め、わずか３人
のメンバーで対応しているため、手一杯の状態です。
小山にはエンジニアとして新製品の開発に専念しても
らいたいのですが、今はそれも厳しい状況です。とい
うのも、当社の製品はクライアントの製造現場に合わ
せたカスタマイズが必要な場合も多く、技術的な知識
やスキルも必要になるからです。そのため、技術営業
として活躍していただける人材の必要性を強く感じて
います。
　また、近い将来の株式公開を目標にしていますので、
資金調達や財務面を任せられるCFO、すべての業務を
統括しディレクションを任せられるCOO的なポジショ
ンの人材も増やしていきたいと考えています。

■ 今後の展開
　一方で、組織の規模は急拡大せず、少数精鋭の運営
体制を目指しています。そのため、製品の販売につい
ては、外部の代理店と連携しながら運営していくこと
になるでしょう。また、先ほども述べましたが、当社の
製品はクライアントの製造現場に合わせた仕様を求め
られるケースが増えています。今後カスタマイズ開発
の案件が増えてくれば、外部のロボティクス企業と協
業しながら進めていきたいと思っています。
　そして、ゆくゆくはこの「特殊位相偏光技術」がさ
まざまな分野に応用されることが目標です。たとえば、
当社の位相偏光フィルターをカメラに応用すれば、加
工せずに影や反射のないきれいな写真を撮ることがで
きます。すでにスマートフォンメーカーからのお問い合
わせもいただいており、内臓カメラへの搭載も検討さ
れています。
　このように「特殊位相偏光技術」をどんどん活用し
てもらい、当社はライセンス管理に注力し、新製品の
開発も進めながら、さらなる成長を目指します。
 

■ エントリーを検討中の方へ一言
　かわさき起業家オーディションに参加させていただ
いたことで、私たちを取り巻く状況はガラッと変わりま
した。受賞後からさまざまな業界からのお問い合わせ
が増え、大手半導体企業からも協業したいと声を掛け
ていただきました。今まで出会えなかったような人や
企業と出会え、ビジネスマッチングの可能性が広がっ
たことをうれしく思っています。
　もう一つ、私たちにとって良かったことは川崎市産
業振興財団という頼れる相談先ができたことです。悩
んだり、迷ったりしたときにはすぐにご相談させていた
だいていますが、いつも的確な回答を返してくれます。
全方位的に当社を支援いただけるようになったことが
本当にありがたいです。川崎市ほどスタートアップ企
業に優しい自治体はほかにないのではないでしょうか。
応募を迷われている方がいるなら、迷うことなくチャレ
ンジするべきだと思います。受賞の有無に関係なく、
きっとチャンスが広がりますよ。
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■ ビジネスに至った経緯
　産総研の優れた技術を世の中に広め、役立たせたいつビジネスを始めたいという思い想いから、2006年10月に産総
研の特許を事業化する産総研認定ベンチャーを創設し、2012年3月にその事業を継承する形で株式会社アダコテック
を設立いたしました。
　設立後、経営が厳しい時期もありましたが、も「HLACという日本で生まれた優れた画像認識の技術をこのまま埋
もれさせてはいけない。」と15年間にわたって研究開発を続け、ようやく製造現場に利用していただける段階に到達
しました。その後はさ事業拡大のために、らなる認知度向上を図るべく、目的に、かわさき起業家オーディションを
はじめとする複数のビジネスプランコンテストに出場しています。
　技術の適用領域については、ソリューション提供については以前からは川の氾濫のモニタリングやATMの監視な
ど、検査以外でも、様々な領域の相談をいただいておりました。取引先開拓にあたって数々の可能性を模索する中で、
している途中、とある世界的な自動車部品会社案件の相談に乗るうちに契約をいただくことができました。このこと
をきっかけに、まずは半導体や自動車部品や半導体のような極めて高い精度が求められる領域業界に注力する専念し、
事業の基盤を確固たるものにする方針に転換しました。を固めていきました。現在は他にもより多くの製造現場のお
役に立てるよう、現在販路拡大とプロダクトの改良を進めているところですおります。
　アダコテックのビジョンは「モノづくりの進化と革新を支える　EVOLUTION AND INNOVATION」。モノづく
りにかかわるプロセスやコストをテクノロジーで改革したいという思いが込められています。日本初の技術で日本の
製造業を変革するため、メンバー一丸となって日々努力を続けています。

■ ビジネスアイデアの特徴
　HLAC（高次局所自己相関特徴抽出法）と呼ばれる、動画像の特徴を認識するアルゴリズムをコア技術としています。
する点がソリューションの最大の特徴です。この技術を駆使して、製品の外観検査の自動化や、・生産設備の異常検知・
不正侵入の監視などのシステムの自動化に貢献していますを実施しています。

　・コストパフォーマンスの高さ
　一般的にDeep Leaningで学習させるAIの導入には、複雑なプログラミング・膨大な量の学習データ（正常・異常
モデル含め1000～1万枚ほど）・大型のGPUといった設備先行投資が必要であるため、クライアントの大きな負担となっ
ています。また、それに加え、AIは多くの画像を読み込ませたからといって必ずしも精度向上には繋がらないといっ
た不確実性もあります正確に正常・異常を判断できる保障は無いというのが現状です。
　対する一方アダコテックのソリューションは必要となる学習に用画像は正常モデルの10～100～200枚の正常データ
しか要しません。また、ほどであることから、シンプルな計算式であることから、一般的なパソコンを使って短時間
でAIを学習させることがでます。そのため既存技術と比較してに比べて、圧倒的な低価格短期間でで正確に検査検
品できるソリューションを提供することができます。

　・製造業との親和性の高さ
　日本の製造業の不良率は非常に低いため、既存のAI導入の際は大型設備の準備という負担だけでなく、検査部品
の不良品異常モデルそのものの数が少ないためく、AIを学習させる画像データが集まりにくいという課題がありまし
た。加えて導入のハードルとなっていたのは、
　それだけでなく、「AIがなぜ異常と認識したのか」という理由を明確にできない状況でしたというブラックボック
ス化問題もありました。「発生した異常の原因がはっきりしない」という曖昧さを嫌う製造現場の価値観とのミスマッ
チが発生していましたも、検査検品AI導入の大きな壁となっていました。
　しかし、こうした課題を解決するのが弊社ソリューションです。は正常モデルのみを学習させることで「いつもと
違う」ものを異常として検知することができます。異常検知の際には明確な根拠を示すため製造現場にとっても馴染
みやすく、精度面でも、導入してから１年以上経過した取引先がはソフトウェアを導入して1年ほど経ちますが、検
査の異常検知率はほぼ100％を維持し続けています。　

　現在多くの製造現場では、検査検品を人の五感に頼っている状態です。検査検品には熟練の技術が必要で肉体的に
過酷な労働環境であることから、人手不足や不適切検査が深刻な問題となっており検査検品の自動化需要は増してい
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　2011年にスタートした当社は、これまで医療、工業、モバイル業界
などに革新的なソリューションを提供してきました。創業メンバーの
私・綾部と取締役の小山は、二人とも医療機器メーカーの出身です。
特に小山は、手術などで使われる「医療用照明」の開発エンジニアと
して、35年以上のキャリアがあります。その技術力を活かして、立ち
上げ当初は医療現場で使われる光学機器の設計を中心に行っていまし
た。
　しかしながら、経営は常に順風満帆というわけではなく、当初力を
入れていた有機EL分野での大手メーカー国内生産撤退、新型コロナウ
イルスの流行など、時代の波に翻弄され、落ち込んだ時期もありました。
それでも、困難を乗り越えながら挑戦を続けてきたことで、「特殊位相
偏光技術」の開発に至ることができました。これは、特殊な偏光フィ
ルターを通すことで、物体の影やグレア（まぶしさ）を除去できる独
自の技術です。
　この「特殊位相偏光技術」が使われた照明は、食品業界の異物検査、
工業製品のキズやバリのチェック、半導体業界での品質検査などで効
果を発揮し、大手自動車会社や食品メーカーの工場での導入が進んで
います。今後もさまざまな分野への応用が期待されています。

■ 受賞したビジネスに至った経緯
　もともと医療機器業界にいた私たちは、医師とお話
をする機会が多くありました。ある日、知り合いの外科
医と雑談をしていたとき、「手術中の照明が強すぎて目
が疲れる」「術野に光が反射して、ハレーションを起こ
して見えづらい」という話が出てきました。手術が終
わった後も、照明の影響で数時間は視界がぼんやりし
ているので困ると言います。その医師から「小山さん
の技術ならこの問題を解決できるんじゃないか」と問
われたので、「じゃあ、やってみよう」ということにな
りました。それをきっかけに、光の反射を防ぎ、手術中
の術野を見やすくする新技術の開発に着手しました。
それから５年の歳月をかけて「特殊位相偏光技術」を
確立し、国内で３つの特許を取得しました。
　はじめは、この技術をメガネ型・ゴーグル型のデバ
イスに落とし込み、医師が手術中に装着して使う方法
を考えていました。しかし、かなり重くなるので使いづ
らいことや、医師によって術野を見る角度にばらつき
があったりして、製品化には至りませんでした。
　行き詰った私たちは、一度、医療業界から離れて、
この技術を工業の分野で試してみよう、と考えました。
工業の製造現場は、照明の技術があまり発達していな
かったのです。特に、目視による基盤検査において、
光の反射を抑え、影をつくらない照明には大きなニー
ズがあることが分かりました。
　そこで、「特殊位相偏光技術」を工業用の検査照明に
搭載してみたところ、現場からは「小さな傷やほこり
が見えやすくなった」「金属のハレーションが抑えられ
るので目が疲れない」という喜びの声を聞くことがで
きました。そこで、医療から工業分野へシフトチェンジ
することを決意しました。現在は、「特殊位相偏光技術」
を活かした検査用照明装置や目視検査用の拡大鏡など
幅広い製品を開発し、工業の製造現場や食品工場など
に向けて展開しています。

■ サービスの特徴
　独自の技術で製造された位相偏光フィルター（特許3
種取得＋海外特許1種出願済み）と、医療照明技術で、
今までは見逃していたキズや異物もくっきりと浮かび
上がらせる工業用照明装置です。一般の偏光フィルター
は、光を通すと暗くなってしまうため敬遠されることも
ありますが、当社の位相偏光フィルターは減光しない
ため、明るくて対象物が見やすいところも評価されて
います。さらに、放熱技術によって熱に弱い物体の検
査も可能にし、自動車業界、半導体業界、食品業界、
医薬品業界など、多くの検査現場で採用されています。
　また、当社の位相偏光フィルターは光に含まれるブ
ルーライトを60％カットできることも大きな特長です。
LEDなどの光には多くのブルーライトが含まれている
ため、長時間の目視検査をする方は、目が疲れますし、
眼精疲労や白内障のリスクもあります。当社製品を使っ
ていただくことで、検査での光の反射に苦労し、日ご
ろから目の疲れを感じている現場の方々の働きやすさ
が向上でき、生産性の改善にもつながると考えています。

■ 現状の課題
　当社が今抱えている一番の課題は、人材不足です。
現在、製品に関して全国からお問い合わせをいただい
ており、各地でデモンストレーションなどの営業活動

を行っています。しかし、私と小山を含め、わずか３人
のメンバーで対応しているため、手一杯の状態です。
小山にはエンジニアとして新製品の開発に専念しても
らいたいのですが、今はそれも厳しい状況です。とい
うのも、当社の製品はクライアントの製造現場に合わ
せたカスタマイズが必要な場合も多く、技術的な知識
やスキルも必要になるからです。そのため、技術営業
として活躍していただける人材の必要性を強く感じて
います。
　また、近い将来の株式公開を目標にしていますので、
資金調達や財務面を任せられるCFO、すべての業務を
統括しディレクションを任せられるCOO的なポジショ
ンの人材も増やしていきたいと考えています。

■ 今後の展開
　一方で、組織の規模は急拡大せず、少数精鋭の運営
体制を目指しています。そのため、製品の販売につい
ては、外部の代理店と連携しながら運営していくこと
になるでしょう。また、先ほども述べましたが、当社の
製品はクライアントの製造現場に合わせた仕様を求め
られるケースが増えています。今後カスタマイズ開発
の案件が増えてくれば、外部のロボティクス企業と協
業しながら進めていきたいと思っています。
　そして、ゆくゆくはこの「特殊位相偏光技術」がさ
まざまな分野に応用されることが目標です。たとえば、
当社の位相偏光フィルターをカメラに応用すれば、加
工せずに影や反射のないきれいな写真を撮ることがで
きます。すでにスマートフォンメーカーからのお問い合
わせもいただいており、内臓カメラへの搭載も検討さ
れています。
　このように「特殊位相偏光技術」をどんどん活用し
てもらい、当社はライセンス管理に注力し、新製品の
開発も進めながら、さらなる成長を目指します。
 

■ エントリーを検討中の方へ一言
　かわさき起業家オーディションに参加させていただ
いたことで、私たちを取り巻く状況はガラッと変わりま
した。受賞後からさまざまな業界からのお問い合わせ
が増え、大手半導体企業からも協業したいと声を掛け
ていただきました。今まで出会えなかったような人や
企業と出会え、ビジネスマッチングの可能性が広がっ
たことをうれしく思っています。
　もう一つ、私たちにとって良かったことは川崎市産
業振興財団という頼れる相談先ができたことです。悩
んだり、迷ったりしたときにはすぐにご相談させていた
だいていますが、いつも的確な回答を返してくれます。
全方位的に当社を支援いただけるようになったことが
本当にありがたいです。川崎市ほどスタートアップ企
業に優しい自治体はほかにないのではないでしょうか。
応募を迷われている方がいるなら、迷うことなくチャレ
ンジするべきだと思います。受賞の有無に関係なく、
きっとチャンスが広がりますよ。
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■ ビジネスに至った経緯
　産総研の優れた技術を世の中に広め、役立たせたいつビジネスを始めたいという思い想いから、2006年10月に産総
研の特許を事業化する産総研認定ベンチャーを創設し、2012年3月にその事業を継承する形で株式会社アダコテック
を設立いたしました。
　設立後、経営が厳しい時期もありましたが、も「HLACという日本で生まれた優れた画像認識の技術をこのまま埋
もれさせてはいけない。」と15年間にわたって研究開発を続け、ようやく製造現場に利用していただける段階に到達
しました。その後はさ事業拡大のために、らなる認知度向上を図るべく、目的に、かわさき起業家オーディションを
はじめとする複数のビジネスプランコンテストに出場しています。
　技術の適用領域については、ソリューション提供については以前からは川の氾濫のモニタリングやATMの監視な
ど、検査以外でも、様々な領域の相談をいただいておりました。取引先開拓にあたって数々の可能性を模索する中で、
している途中、とある世界的な自動車部品会社案件の相談に乗るうちに契約をいただくことができました。このこと
をきっかけに、まずは半導体や自動車部品や半導体のような極めて高い精度が求められる領域業界に注力する専念し、
事業の基盤を確固たるものにする方針に転換しました。を固めていきました。現在は他にもより多くの製造現場のお
役に立てるよう、現在販路拡大とプロダクトの改良を進めているところですおります。
　アダコテックのビジョンは「モノづくりの進化と革新を支える　EVOLUTION AND INNOVATION」。モノづく
りにかかわるプロセスやコストをテクノロジーで改革したいという思いが込められています。日本初の技術で日本の
製造業を変革するため、メンバー一丸となって日々努力を続けています。

■ ビジネスアイデアの特徴
　HLAC（高次局所自己相関特徴抽出法）と呼ばれる、動画像の特徴を認識するアルゴリズムをコア技術としています。
する点がソリューションの最大の特徴です。この技術を駆使して、製品の外観検査の自動化や、・生産設備の異常検知・
不正侵入の監視などのシステムの自動化に貢献していますを実施しています。

　・コストパフォーマンスの高さ
　一般的にDeep Leaningで学習させるAIの導入には、複雑なプログラミング・膨大な量の学習データ（正常・異常
モデル含め1000～1万枚ほど）・大型のGPUといった設備先行投資が必要であるため、クライアントの大きな負担となっ
ています。また、それに加え、AIは多くの画像を読み込ませたからといって必ずしも精度向上には繋がらないといっ
た不確実性もあります正確に正常・異常を判断できる保障は無いというのが現状です。
　対する一方アダコテックのソリューションは必要となる学習に用画像は正常モデルの10～100～200枚の正常データ
しか要しません。また、ほどであることから、シンプルな計算式であることから、一般的なパソコンを使って短時間
でAIを学習させることがでます。そのため既存技術と比較してに比べて、圧倒的な低価格短期間でで正確に検査検
品できるソリューションを提供することができます。

　・製造業との親和性の高さ
　日本の製造業の不良率は非常に低いため、既存のAI導入の際は大型設備の準備という負担だけでなく、検査部品
の不良品異常モデルそのものの数が少ないためく、AIを学習させる画像データが集まりにくいという課題がありまし
た。加えて導入のハードルとなっていたのは、
　それだけでなく、「AIがなぜ異常と認識したのか」という理由を明確にできない状況でしたというブラックボック
ス化問題もありました。「発生した異常の原因がはっきりしない」という曖昧さを嫌う製造現場の価値観とのミスマッ
チが発生していましたも、検査検品AI導入の大きな壁となっていました。
　しかし、こうした課題を解決するのが弊社ソリューションです。は正常モデルのみを学習させることで「いつもと
違う」ものを異常として検知することができます。異常検知の際には明確な根拠を示すため製造現場にとっても馴染
みやすく、精度面でも、導入してから１年以上経過した取引先がはソフトウェアを導入して1年ほど経ちますが、検
査の異常検知率はほぼ100％を維持し続けています。　

　現在多くの製造現場では、検査検品を人の五感に頼っている状態です。検査検品には熟練の技術が必要で肉体的に
過酷な労働環境であることから、人手不足や不適切検査が深刻な問題となっており検査検品の自動化需要は増してい




